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御言葉 イザヤ9:1-7

賛美 イエスは愛で満たす(PPT　６)
使徒信条 会衆一同

交読文 29
賛美 そそぎたまえ主よ（PPT ３）
メッセージ 真の隣人（ルカ 10:25-37）
日本を執り成す祈り 会衆一同

主の祈り 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告

震災にある日本のための祈り
今、実際的な助けを必要としている人達に、一刻も早く助けが備えられるように。

上に立てられている権威に良き知恵が与えられ、正しい判断によって混乱なく指示を出しま

すように。

今、被災地で救助活動しておられる働き人達の手が守られ、滞りなく進められますように。

分子の陽子・電子・中性子に至るまで、全宇宙の運行を全て支配し管理しておられる主・イ

エスの名によって、原発や地下プレートが、この国の人々に害する事を禁じます。

今、人を脅かしているあらゆる自然の活動に対し、地の深みから山々の頂に至る全地を統

べ治めておられる主イエスの名によって、これ以上この国に害を及ぼす事を、禁じます。

人々を害為す邪悪な人的・霊的な存在には、自ら掘った墓穴に入るよう呪います。

陽子・電子・中性子から全宇宙の運行に至るまで、全て支配し管理しておられる、主イエス

の名によって、日本を祝福します。アーメン。

祝福の御言葉（民数記 6:23-26）
以下の空欄に、次の言葉を入れて祈りましょう。

①今災害に遭っている人々

②今救助に当たっている人々

③原発で復旧活動している人々

主が＿＿＿を祝福し、＿＿＿を守られるように。

主が御顔を向けて＿＿＿を照らし、＿＿＿に恵みを与えられるように。

主が御顔を＿＿＿に向けて、＿＿＿に平安を賜るように。

私達の主・イエス様の名前によって。アーメン。

メッセージ概要
「ある人がエルサレムからエリコへ下って行く途中、追いはぎに襲われた。追いはぎはその人の服をはぎ取

り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。」（ルカ 10:30）

この度、日本列島は、非常に強悪な追いはぎに襲われた。

ある者はこの災いを見て、聖書のあの箇所の成就だ、終末が近づいた、と、短絡的に聖書や神様の話をし

たり、この国が普段から悪い事している罰だ、安全管理をきちんとしていないからこんな事になった等、あ

れこれ言うだけで何の助けもせず、放射能の穢れを受けたくないからと、安全な所へ逃げてしまう。。。

祭司やレビ人は律法を体現する者達で、穢れを受けてしまうと務めができない為、相当穢れには敏感であ

るが、律法は「善か悪か、聖か罪か」の区別を示すだけで、いのちを与える事はできない。

故に彼らは罪人や傷を負った者に、あれこれ言ったり分析はしても、実際的には何の助けも出来ないのだ。

律法の専門家は、「何をしたら永遠のいのちを受け継ぐ事ができるでしょうか」と主イエス様に問うた。

永遠のいのちを受け継ぐには、全てを尽くして神である主を愛する事、そして隣人を愛する事である。(27)

彼は再びイエスに問うた。「では、隣人とは、一体誰か？？」

「あるサマリア人の旅人が彼のところにやって来たが、彼のあり様を見て断腸の想いに駆られた。」(33 節)

この、断腸の思いに駆られて実際の助けをしたサマリアの旅人だけが、追いはぎに襲われた者の隣人と

なった。サマリヤの旅人が隣人である事は分かったが、彼は具体的にどのような者か。

彼はまず、オリーブ油（聖霊）と葡萄酒（イエスの血）を、彼の傷に注いだ。

その傷に包帯（裸を覆う毛皮）を施してやり、また彼を自分の家畜（ろば：イエスの乗り物）に乗せて、宿屋

（安全な場所：教会）に連れて行って、その介抱をした。

そして翌日、デナリオン（贖いの代価）2 枚を取り出して宿屋の主人に渡し、介抱に必要な費用を払い（教

会への必要の満たし）、出費がかさんだらさらに支払う約束までしてくれた。

このやり方、このご性質、見覚えはないだろうか？　明らかに、私達の主イエス様である！

永遠の命を得るには、全てを尽くして神を愛する事、そして、この真の隣人なるイエス様を愛する事である。

なぜ主イエス様は、罪に穢れ見下されている民「サマリヤ人」として来られたのか？

私達は例えサマリヤ人のように罪穢れ見下されていても、イエス様のご性質を帯びる事ができるという事だ。

まことの隣人・イエス様に「隣人としてのもてなし」をして頂いた者は、心から彼を愛し、彼を愛した者はサマ

リヤ人のようにイエス様のご性質を帯び、心から隣人を愛する事が出来るようになるのである。

そうなると、祭司やレビ人のように避けて通って行きたい気持ちをいちいち押し殺したり、雀の涙ほどの愛

をいちいち振り絞らなくとも、追いはぎに襲われて身動き出来ない者を見てしまえば、主イエス様のように

腸のちぎれる思いとなって、穢れも厭わず駆け出してしまうのである。

地震という追いはぎによって親兄弟、財産、ふるさとまで奪われ、傷を負ってしまった全ての日本人の、真

の隣人となれるのは、主イエスだけであり、彼のみが追いはぎの親分「サタン」に勝利したお方である。

私達はそのままでは、隣人になる事は出来ず、祭司やレビ人のようにあれこれ言うだけである。

しかしイエス様に聖霊と血によって傷を洗われ、罪が覆われ、主の乗り物に乗せられ、教会で介抱され、

贖いの代金を支払われるなら、私達も真に傷ついた者の隣人となる事が出来るようになる。

そして信じて主の権威を帯びた者は、へびをつかみ、毒を受けても決して害を受けず、病人に手を置けば

癒される、という保障がある。（マルコ16:18）そうして真に日本のために、良い働きができるのである。

イエス様にあって整えられ、地震という追いはぎに遭った人の隣人となり、主イエス様を日本の至る所で表

現する皆さんでありますように。

まことの隣人・イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部              　       10:00
2 部（韓国語のみ）  　11:00
食事/フェローシップ　12:00～

3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00
聖書勉強会                           15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1部                                   　13:00～

　2部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。
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モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


